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平成２６年６月１８日：医療介護総合確保推進法の成立、同 ２５ 日 ： 公布



参考資料 医療介護総合確保推進法

【平成２６年６月１８日成立】
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「地域包括ケアシステム」とは

地域の実情に応じて、高齢者が、可能な限り、
住み慣れた地域でその有する能力に応じ自立し
た日常生活を営むことができるよう、医療、介護、
介護予防（要介護状態若しくは要支援状態とな
ることの予防又は要介護状態若しくは要支援状
態の軽減若しくは悪化の防止をいう。）、住まい
及び自立した日常生活の支援が包括的に確保さ
れる体制をいう。

地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律

（平成元年法律第６４号）第２条第１項（定義） 5
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涌谷町がこれまで取り組んできた
地域包括医療・ケアとは

○地域に包括医療・ケアを、社会的要因を配慮しつつ継続して実践し、
住民が住み慣れた場所で安心して生活できるようにそのＱＯＬの
向上をめざすもの

○包括医療・ケアとは治療（キュア）のみならず保健サービス（健康
づくり）､在宅ケア､リハビリテーション､福祉・介護サービスのすべ
てを包含するもので、施設ケアと在宅ケアとの連携及び住民参加
のもとに、地域ぐるみの生活・ノーマライゼーションを視野に入れ
た全人的医療・ケア

○換言すれば保健（予防）・医療・介護・福祉と生活の連携（システ
ム）である

○地域とは単なるＡreaではなくＣommunityを指す
(山口 昇）



町民医療福祉センターシステム構想

○ 町民医療福祉センターは開（昭和６３年１１月）設当初
からの構想で「保健」・「医療」・「福祉」を一体的・系統
的な包括医療を行う。

○ 平成 ３年 １月 在宅介護支援センター開設

○ 平成 ５年 ８月 訪問看護ステーション開設（訪問リハビリ）

○ 平成 7年 7月 老人保健施設供用開始

○ 平成１２年 ４月 介護保険制度スタート

○ 平成12年12月 療養型病床群供用開始

○ 平成15年 ５月 高齢者福祉複合施設供用開始

○ 平成16年 ５月 認知症高齢者グループホーム供用開始

○ 地域包括支援センター設置



参考資料



住居
医療
介護

涌谷町地域包括ケアシステム構築へ向けた５つの視点

保健
予防

リハ
ビリ

地域包括医療・ケアの取組みの
継続と充実・強化

地域
支援



平均寿命と健康寿命

1.69年

2.45年

平均寿命

平均寿命

健康寿命

健康寿命



平成26年3月31日現在（住民基本台帳より）

２人暮らし世帯

１９１世帯

1人暮らし世帯
４４６世帯
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理解･啓発



涌谷町の認知症高齢者の状況



涌谷町地域包括ケアシステムの要点

５つの要
点

２．認知症

３．地域支援４．ボランティア

1.住まい

５．地域包括ケア
システムの更な
る展開



１．住まい対策①

（1人）・（老・老）・（認・認）暮らし高齢者対策

生活の基盤

低所得・低資産高齢者の住まい確保

住まい方



ケア付き高齢者住宅やケア付き有料ホームなど
のモデルハウスの試作建築

生活支援ハウス利用の検討（モニター生活）

身体の状態に応じた住まいの選択

空き家を利用した介護予防・生活支援

同じ趣味を持ったグループの生活ハウス

解決策案



１．住まい対策②

住宅改修（手すり・スロープ・間取り変更

持ち家対策

ライフステージに応じた住み替え



２．認知症対策①

認知症進行の予防

早期発見

啓発活動・理解

早期診断・早期対応

標準的な認知症ケアパスの作成



２．認知症対策②

地域で支え合える環境整備

本人・家族への支援体制

認知症理解の研修会開催

認知症サポーターの養成

認知症初期集中支援チームの設置
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３．地域支援①-1

医療機関の在宅支援体制の整備

在宅サービスの充実

訪問診察・訪問看護の充実

医療・介護職による心身状態変化の
早期把握



３．地域支援①-2

住民健康電子カルテの導入（仮称）

（※個人情報の保護法規制による管理体制検討を）

個人情報管理タワーの確立

地域包括ケア病棟の申請



３．地域支援②

在宅看取り体制強化

本人・家族・親戚等の理解と選択肢

インフォームドコンセント

生き方・死に方教室の開催

医療・介護の連携強化



３．地域支援③

有する能力に応じ自立した
日常生活の支援

個々の抱える課題に合わせた

「介護・リハビリテーションの提供」

リハビリテーションの強化

温泉リハビリ（温泉療法）の実施



３．地域支援④

多職種協働による地域ケア会議の充実

ケアマネジメントの向上

地域ケア会議充実
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４．ボランティア①

地域ボランティアの育成

地域リーダーの養成

育成支援

認知症サポーターの養成



地域の集会所を利用した予防活動

担い手としの高齢者の社会参加

健康推進員などによる料理教室

介護予防

栄養管理・健康管理・肺炎予防

専門職による栄養・口腔ケア・摂食・嚥下指導

４．ボランティア②



４．ボランティア③

買い物・洗濯・掃除

配食サービス

生活支援

見守り・困りごと相談支援

移動の支援

ラジオ体操・運動教室



地域資源の発掘・確保

人材育成

５．地域包括ケアシステムの更なる展開①

行政区・自治会・ＮＰＯ・ボランティアな
どの参加の推進・支援・構築・整備



生活困窮者への支援

介護福祉

５．地域包括ケアシステムの更なる展開②

介護予防・日常生活支援事業サービス料の設
定（新しい総合事業・町の裁量あり）

介護ポイント制度の検討



５．地域包括ケアシステムの更なる展開③

政策推進

保健・介護・福祉サービスの有機的な連携及び介
護事業計画と介護給付、介護サービスの整合を図

るため行政組織統合

行政・企業会計の負担の明確化

専門職の人材確保

町長直轄包括ケアシステム確立機構の設置



涌谷町地域包括ケアシステム確立機構イメージ図

町長

涌谷町地
域包括ケ
アシステ
ム確立機
構

町長部局

教育委員会

地域包
括支援セ
ンター

議会事務局

農業委員会

涌谷町町民医療福祉セ
ンター



共助

公助

自助

近助涌 谷 町 地 域 包 括
ケ ア シ ス テ ム
５ つ の 支 援

互助

健康寿命の延伸
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涌谷町地域包括ケアシステム確立検討委員会


